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1．問題設定

　高校中退率は近年低下傾向にあり、2012年度に

は 1．5％ と国際的に 見て も低い水準となっ て い る。
一方で 、高校教育が ほぼ義務教育化 され、大学進

学率も 50％を超える状況 の なかで 、 高校非進学や

高校中退に よっ て 中卒学歴に とどまる こ とがその

後の 社会生活 上の リス クにっ がな る可能陸が増し

て い る。高校中退の 背景の ひ とつ として も、家庭

の社会経済的厳 しさが挙げられてお り、中退に よ

る高卒学歴取得の 失敗が貧困 の 世代間連鎖をもた

らすこ とが懸念されて い る。格差 ・貧困問題が深

刻化するなか で、中退 の 未然防止や 中退後 の 支援

を考える こ とは喫緊の 課題で あると言える。

　高校中退は これま で 主に高校教育をめ ぐる課

題 として とらえられ、高校教育制度 の 多様化や弾

力化、個性化の 推進、高校現腸で の キ ャ リア教育

の 充実や 中学校との 連携強化な どが求められ て き

た。近年の 中退研究では、単に高校教育の あり方

だけで な く、生徒の家庭背景や社会状況に 目を配

る必要性も指摘 されて い る（青砥 2009、片山 2008）

が、学校教育に限定 した として も、高校中退 は高

校教育だけの 課題ではなく、小 ・中学校か らの課

題の積み残 しととらえる視点が必要で ある。

　そ こで本報告では、高校中退経験者に対する聞

き取 り調査データ を用い て、高校入学ま で の状況、

特に中学校段階にお ける学校生活や進路選択 に焦

点を当て 、中退者がい か なる中学校経験を有しや

す い の か、そ の こ とが進路選択や高校生活に どの

よ うな影響を与え て い るの かを検討する。

2 ．調査の概要

　本報告は、東京都教育委員会によ っ て行われた

「東京都立高校中途退学者等追跡調査」（以 下 「都

立高校調査」）か ら、2010 ・2011 年度に都立高校

を中退 した 48 名に対する聞 き取 り調査デー
タを

用い る。聞き取 りは 2012 年 9 月〜2013 年 1 月に

実施 された。対象者の内訳は、男 wa　26 名 ・女性

22 名 、
16 歳〜 26 歳 （平均 18．5 歳）となっ て い

る。高校 1校 目の 退学時期につ い て は、72．9％ （35

名／48 名）が 1 年時に退学してお り、その うち

57．10／o （20 名／35 名）が 1学期 （4〜8 月）の 時

点で退学あるい は学校に通わない 状況 になっ て い

る。2 年生以降で退学して い る場合で も、1 年時

か ら不登校傾向だっ たケ
ー

ス が 3 件ある。 退学 し

た高校が希望する学校や通学形態で はなか っ た と

い うケース は多い もの の 、高校進学自体を望んで

い なか っ た の は 1 ケ
ー

ス の みである。

3 ．中学時代の生活状況

　 「都立高校調査」 では、聞き取 り調査に先立 っ

て 、2010 ・2011 年度の都立高校中途退学者及び

2011 年度都立高校進路未決定卒業者を対象に し

た質問紙調査が行われて い る。調査報告書 （2013）

に よる と、中退者は進 路未決定者に比べ
、   精神

的課題を抱えるケー
ス が多い 、  規則正 しい生活

習慣が確立 して い ない 、  高校生活における友人

関係をそれ ほど重視 して い ない
、   中学時代 の 出

席状況が良好で ない、とい っ た傾向がある こ とが

指摘されて い る。また、中学時代の 生活 に関して

は、出席状況だけで なく、成績が良好で なく、部

活動 へ の 参加状況 も芳 しくなか っ た こ とが明らか

になっ て い る。

　聞き取 りの なか で も、精神的課題や不規則な生

活習慣、中学時代の 出席状況 の 悪 さにつ い て語 ら

れ るケ
ー

ス が多か っ た。成績に つ い て の直接的な

語 りは少な か っ た もの の
、 進路選択 の 際に 「おま

えは高校に行けない 」 と教師か ら言われ た り、 学

力が足 りず志望校を変更したケ
ー

ス 等があっ た。

　退学に至 る理由は
一
様で ない とはい え、聞き取

りの なか で は 、
「適応障害」 「教室にい るの が苦手 」

「自分を出せ ない （出しすぎる）」 とい っ た精神面

や人間関係上 の課題 と、「夜遊び しすぎた」 「通学

するの が面倒」 「授業が楽 し くない 」 とい っ た非

行 ・怠学傾向が退学の き っ かけとして 多く語 られ

た 。 こ うした課題 ・傾向は多くの場合、中学時代

か ら続 くもの で あっ た 。 精神的課題や人間関係を

抱えるケ
ー

ス では、1 年生の 早期の 段階で退学に

至 っ て い る。
一

方、非行 ・怠学傾向を示すケ
ー

ス

では 、 単位不足や出席 日数不足に よ り 「進級で き

ない 」 こ とがきっ か けとなり年度末に退学に至 っ
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て い る。後者の ケー
ス で は、中学校生活 へ の満足

（「中学楽 しすぎ」 「先生と仲良 し」「生徒の 気持ち

がわか っ て い る」 「授業に笑い があっ た」）がよ り

多く語 られ、高校進学 ・中退以降も中学時代の 担

任と頻繁に連絡を取っ た り中学校まで会い に行く

など、 中学校時代 の 教師が重要 な役回 りを担 っ て

い た 。

　以下 に典型的なイ ン タ ビ ュ
ー事例を 2 つ 紹介し

てお く。

（i）精神的課題を抱えてい たケー
ス

A さん （17 歳男性）：1年生 の 7 月に全 日制普通

科高校を退 学し、 現在は予備校で大学進学に向け

て勉強中 （高認 取得済み）。高椀志望理由は 「近い 」

厂制服がお しゃれ」。中学時代か ら人間関係に難 し

さを感 じて い た 。
「（高校に行かな くな っ た理由 の ）

一
番は、精神的な面で何か疲れて い た とい うか、

自分を殺 してまで無理 をしてた とい うとこ ろがあ

りまし て 」「表面的な面で は結構友だちが多か っ た

か もしれない で すけど、や っ ぱ り内心 で は 1人だ

っ た」「周 りと若干違 う部分がある と非常に違和感

を感 じる部分が ありま して、周 りの 子たちが数学

が で き て るか ら、や っ ぱ自分もで きなき ゃ おか し

い ん じ ゃない の か なみた い な。 なん か それ で 1 人

仲間外れにされて い るよ うな、変な被害妄想みた

い なの を感じた時もあっ た」。 社会勉強だと思っ て

始めた コ ン ビニ で の ア ル バイ トを通 して考え方に

変化があ り（「い ろんな人が い るっ て こ とがわか っ

た」 「人 に対する接 し方がちょっ と見 えてきた」）、

後先の こ とを考えられ るようにな っ た （「自分もほ

ん とに高卒の 資格は取 っ ておく必要があるなと」

「結局 、高認 の 資格取 っ た ら、や っ ぱ進学の方が

い い ん じゃない かなと」）。 中退を した ことに対 し

て 「今だ とちょ っ と後悔 して い る」 「学校をやめる

ときが 自分の 今の 心境だとした らたぶんやめなか

っ た 」「自分が学校をやめ た の は周 りの環境の せ い

にするつ もりは
一
切ない 」 と語る。 将来は図書館

司書や地方公務員を希望 して い る。

（li）怠学傾向を示すケ
ー

ス

B さん （17 歳男性）：1 年生 3 月に全 日制専門学

科を退 学し、 現在は コ ン ビ ニ で ア ル バ イ トをして

い る。退学の きっ かけは、学校が遠か っ た こ と、

「ず っ と夜遊び ばか りして て、朝帰 っ て 、起きて

よ うと思 っ て結局寝て」 「起きた ら 12 時だみた い

な」状態が続き、結果的に単位を落 と した こ と。

1年生の 2 学期には進級できない ことが決まっ て

い たが、友人か ら 「最後ま で い て 」 と言われ学年

末まで在籍。 高校の先生とは折 り合いがあまり良

くなか っ たが、中学の時の先生 とは 「フ レ ン ドリ

ー
」であ り、「一番嫌い な子 と 3 年間クラス が

一

緒」 など 「嫌なこ とは腐るほ ど」 あ っ たが、基本

的には楽しい 中学時代を過ごした。勉強は 「全然

苦手 」 「しようと思 えば良か っ た」。 授業中に寝た

こ とない が、「後ろ向い て喋っ た りとか、携帯ずっ

とい じくっ て たりとか。隣の子にちょ っ か い 出し

た りとか」。 先生か らは 「めっ ちゃ 」 注意され た 。

高校受験の際には 、
「おまえは高校に行けない 」「ど

うせ落ちるよ」 と言われて い た 。 中 2 頃か ら塾通

い をして いたが、一度も宿題 をや っ たこ とはない。

高校 へ は 「超行き直 したい 」 「高 1 の最初に戻 り

たい 」。再入学や高認取得にっ い ては 「高卒は欲し

い とは思 うん ですけど糾 何か 高認取れば っ て言

われ たんですよ 、 担任に 。 で も 、 高認難 しい っ て

聞い たん で、無理だなと思 っ てやめました」 と語

る。鳶職の事務所を営む父親か ら仕事を継げと言

われるが 、 本人の 希望 として は 「鳶職は収入が安

定しない とい うの があるんで 」 「高卒取 っ て 、それ

こ そハ ロ
ー

ワ
ー

クとかそ うい う所行 っ た りして、

収入が安定した仕事に就ければ
一

番い い 」。

4．考察

　先述した ように、中退経験者の ほ とん どは自ら

望ん で高校進学を果た して い た。それで も、そ の

多くが 入学早期の 段階で学校を離れる結果 となっ

て お り、背景には中学時代か ら克服されない まま

積み残 されて い る生活習慣や学習習慣、人 間関係

上 の 課題があっ た。こ うした状況をふまえると、

中学校で の進路指導におい て進学へ の モ チベ ーシ

ョ ン を高めた り、 高校におけるキ ャ リア教育を充

実するだけで は支援が不十分 と言える。

　聞き取 りの なかでは、朝が弱く、比較的近場の

中学校まで遅刻せ ずに通 うとい うこ とが難 しい状

況 にあ りなが らも 、 通学に 1〜1 時間半かかるよ

うな 「遠い 」 高校を選択 して い るケース が かな り

み られた。学力や内申で遠い 学校しか選べ ない場

合もあるだ ろ うが
、 可能な範囲で 通学時間 の 短い

学校を選択するよ う促すなど、中退を未然に防ぐ

ための生徒の課題に応 じた適切なサポー
トが求め

られ る。 また、進学に伴っ て環境が変わる こ とで 、

通学状況が改善する こ とも十分にあ りうるが、聞

き取 りの なか で語られた 「人聞関係上 の課題」 は

環境が変わるだけでは克服が難しい もの であ り、

本人たちも学校や教室環境の 問題ではなく 「自分

の 問題 」 として とらえて い た 。 アル バ イ トの 経験

や入学 ・編入 の繰 り返 し のなか で 、そ うい っ た 課

題 を克服 しっ っ あるとい う語 りもい くつ か見られ

たが、そ うい っ た経験が、高校入学前の段階、あ

るい は高校在学中に可能となるよ うな支援体制の

構築が求め られ る。

※詳細な分析結果および参考文献は当日資料をご

参照 くだ さい 。
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